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2010年 12月から 2014年 3月までに切除可能と判断された 208例の膵胆道癌患
者のうち傍大動脈リンパ節腫大のみられた 52 例/71 個リンパ節を対象とした。そ
の結果、最終診断でリンパ節癌転移陽性となったのは 21 例/30 個リンパ節であっ
た。PET/CTでは 17個リンパ節で転移陽性と診断されたが、このうち1例が偽陽性
であった。EUS-FNAが可能であったのは、71個リンパ節のうち69個リンパ節(97.2%)
であり、特に併発症はみられなかった。EUS-FNA で転移陽性とされたのは 29 個リ
ンパ節であり偽陽性は認めなかったが、偽陰性を 1例に認めた。EUS-FNAの感度は
96.7%、特異度100%であったのに対し、PET/CTは感度53.3%、特異度 97.6%であり、







本学位授与申請者は、平成 28 年 6 月 22 日実施の論文内容とそれに関連した試問
を受け、合格と認められたものである。 
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